
平成２４年度

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 九州大学 機関番号 17102

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

有川　節夫　（九州大学総長）

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） やまだ　すなお

氏名・職名 山田　淳　（九州大学大学院工学府・学府長）

３． プログラム    　（ふりがな） あだち　ちはや

コーディネーター 氏名・職名 安達　千波矢　（九州大学大学院工学府物質創造工学専攻・主幹教授）

４． 申請類型 J ＜複合領域型（物質）＞

５．

プログラム名称 分子システムデバイス国際研究リーダー養成および国際教育研究拠点形成

英語名称
Graduate education program on molecular device system nurtured for global leaders and
establishment of educational research base in overseas

副題

６．
授与する博士
学位分野・名称

博士（工学）、博士（理学）　付記する名称：分子システムデバイス科学リーディング大学院
プログラム

７． 主要分科

（① 複合化学 （② 電気電子工学 （③ 経営学

基礎化学、材料化学、物理学、応用物理、機械工学、材料工学、プロセス工学、経済学

８． 主要細目

（① （② （③

物理化学、有機化学、無機化学、分析化学、合成化学、高分子化学、機能物質化学、環境
関連化学、生物関連化学、機能材料･デバイス、高分子･繊維材料、物性、量子エレクトロニ
クス、生物物理･化学物理、薄膜･表面界面物性、電子･電気材料工学、システム工学、制御
工学、設計工学、経済政策、経営学、材料物性、化学システム工学、システム生命工学

９． 専攻等名

工学府物質創造工学専攻、工学府化学システム工学専攻、工学府物質プロセス工学専攻、
工学府材料物性工学専攻、理学府化学専攻、理学府物理学専攻、システム生命科学府シス
テム生命科学専攻、システム情報科学府電気電子工学専攻、統合新領域学府オートモー
ティブサイエンス専攻、ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター(QREC)、経済学府
産業マネジメント専攻（九州大学ビジネススクール：QBS）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

連合大学院 共同教育課程

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

University of California, Los Angeles:UCLA（アメリカ）、スタンフォード大学（アメリカ）、Interuniversity
Microelectronics Centre:imec（ベルギー）、Okinawa Institute of Science and Technology:OIST、九州大学カリフォル
ニアオフィス、財団法人　九州先端科学技術研究所 （福岡市）

（機関名：九州大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：分子システムデバイス国際研究リーダー養成および国際教育研究拠点形成）

ありかわ　せつお
　　 （ふりがな）

       氏名・職名



[採択時公表]

１５．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

（プログラム責任者）

山田　淳 ﾔﾏﾀﾞ ｽﾅｵ 大学院工学府・教授/学府長

応用光化学、機能物質化

学、

プラズモニクス

工学博士

プログラム責任者

（プログラムコーディネーター）

安達　千波矢 ｱﾀﾞﾁ ﾁﾊﾔ 大学院工学府・物質創造工学専攻・主幹教授
有機半導体デバイス物理

工学博士 プログラムコーディネーター

財部　邦英 ﾀｶﾗﾍﾞ ｸﾆﾋﾃﾞ
最先端有機光エレクトロニクス研究センター・
特任教授

微粒子科学、

有機光エレクトロニクス

工学博士
リーダーシップ・マネジメント能力検定

石原　達己 ｲｼﾊﾗ ﾀﾂﾐ
大学院統合新領域学府・オートモーティブサイ
エンス専攻・教授

固体電気化学

工学博士

産学連携教育（知的財産権の基礎と実践
教育）

今坂　藤太郎 ｲﾏｻｶ ﾄｳﾀﾛｳ
大学院工学府・化学システム工学専攻・主幹教
授

分析化学

工学博士 入試関連（一次コース生選抜）

今任　稔彦 ｲﾏﾄｳ ﾄｼﾋｺ 大学院工学府・化学システム工学専攻･教授
分析化学

工学博士 入試関連（二次コース生選抜）

小江　誠司 ｵｺﾞｳ ｾｲｼﾞ 大学院工学府・物質創造工学専攻･教授
錯体化学

博士(理学) 入試関連（一次コース生選抜）

金子　賢治 ｶﾈｺ ｹﾝｼﾞ 大学院工学府・材料物性工学専攻 ･教授
材料組織解析学

Ph.D. 実践英語教育

神谷　典穂 ｶﾐﾔ ﾉﾘﾎ 大学院工学府・化学システム工学専攻･教授
生物工学

博士(工学) グループリサーチプロポーザル

岸田　昌浩 ｷｼﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ 大学院工学府・物質プロセス工学専攻･教授
触媒反応工学

博士（工学） 産学連携教育

君塚　信夫 ｷﾐﾂﾞｶ ﾉﾌﾞｵ 大学院工学府・物質創造工学専攻 ･主幹教授
分子組織化学

工学博士 スーパーリーダー育成のコア教育

後藤　雅宏 ｺﾞﾄｳ ﾏｻﾋﾛ 大学院工学府・化学システム工学専攻･教授
生物化学工学

工学博士 入試関連（二次コース生選抜）

田中　敬二 ﾀﾅｶ ｹｲｼﾞ
大学院統合新領域学府・オートモーティブサイ
エンス専攻・教授

高分子物性・高分子材料学

博士(工学） グループリサーチプロポーザル

田中　優実 ﾀﾅｶ ﾕﾐ 大学院工学府・物質創造工学専攻 ･准教授
無機化学

博士(工学) 国際リーダーの育成（実践英語教育）

中嶋　直敏 ﾅｶｼﾏ ﾅｵﾄｼ 大学院工学府・化学システム工学専攻・教授
ナノ材料分子化学

工学博士 研究テーマ企画試験

久枝　良雄 ﾋｻｴﾀﾞ ﾖｼｵ 大学院工学府・物質創造工学専攻･教授
生物無機化学

工学博士 異分野研究領域を含む総合試験

大学院工学府・物質創造工学専攻 ･教授

北條　純一 ﾎｳｼﾞｮｳ ｼﾞｭﾝｲﾁ 大学院工学府・物質創造工学専攻 ･教授
無機材料化学

工学博士 産学連携教育

三浦　佳子 ﾐｳﾗ ﾖｼｺ 大学院工学府・化学システム工学専攻・教授
高分子化学

博士(工学) 異分野研究領域を含む総合試験

片山　佳樹 ｶﾀﾔﾏ ﾖｼｷ
大学院システム生命科学府・システム生命科学
専攻･教授

バイオテクノロジー

工学博士 スーパーリーダー育成のコア教育

荒殿　誠 ｱﾗﾄﾉ ﾏｺﾄ 大学院理学府・化学専攻・教授
界面物理化学

理学博士 研究開発に対するMotivationの育成

安中　雅彦 ｱﾝﾅｶ ﾏｻﾋｺ 大学院理学府・化学専攻・教授
高分子物理化学

理学博士 国際リーダーの育成（実践英語教育）

石田　玉青 ｲｼﾀﾞ ﾀﾏｵ 大学院理学府・化学専攻・准教授
固体触媒化学

博士（工学） 入試関連（一次コース生選抜）

大場　正昭 ｵｵﾊﾞ ﾏｻｱｷ 大学院理学府・化学専攻・教授
錯体化学

博士（理学） 研究テーマ企画試験

桑野  良一 ｸﾜﾉ ﾘｮｳｲﾁ 大学院理学府・化学専攻・教授
有機化学

博士（工学） 国際リーダーの育成（実践英語教育）

（機関名：九州大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：分子システムデバイス国際研究リーダー養成および国際教育研究拠点形成）

有機機能分子化学

理学博士 研究テーマ企画試験古田　弘幸 ﾌﾙﾀ ﾋﾛﾕｷ



[採択時公表]

１５．プログラム担当者一覧（続き）

異分野研究領域を含む総合試験

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

徳永　信 ﾄｸﾅｶﾞ ﾏｺﾄ 大学院理学府・化学専攻 ・教授
有機化学、触媒化学

博士（理学） グループリサーチプロポーザル

酒井　健 ｻｶｲ ｹﾝ 大学院理学府・化学専攻・教授
錯体化学、光触媒化学

理学博士

篠崎　文重 ｼﾉｻﾞｷ ﾌﾞﾝｼﾞｭｳ 大学院理学府・物理学専攻・教授
固体物理学

理学博士 スーパーリーダー育成のコア教育

木戸秋　悟 ｷﾄﾞｱｷ ｻﾄﾙ 先導物質化学研究所・教授
医用生物物理工学

博士(学術) 異分野研究領域を含む総合試験

高原　淳 ﾀｶﾊﾗ ｱﾂｼ 先導物質化学研究所・教授
高分子化学

工学博士 入試関連（二次コース生選抜）

玉田　薫 ﾀﾏﾀﾞ ｶｵﾙ 先導物質化学研究所・教授
ナノ界面物性

博士(理学) スーパーリーダー育成のコア教育

丸山　厚 ﾏﾙﾔﾏ ｱﾂｼ 先導物質化学研究所・教授
生体材料学

工学博士 国際リーダーの育成（実践英語教育）

化学生物学

博士（工学） グループリサーチプロポーザル

吉澤　一成 ﾖｼｻﾞﾜ ｶｽﾞﾅﾘ 先導物質化学研究所・教授
量子化学

博士（工学） 国際リーダーの育成（実践英語教育）

興　雄司 ｵｷ ﾕｳｼﾞ
大学院システム情報科学府・電気電子専攻・准
教授

レーザー工学

博士（工学） スーパーリーダー育成のコア教育

山東　信介 ｻﾝﾄﾞｳ ｼﾝｽｹ 稲盛フロンティア研究センター･教授

谷川　徹 ﾀﾆｶﾞﾜ ﾄｵﾙ
産学連携センター（リエゾン部門）・教授/副セ
ンター長/ロバート・ファン/アントレプレナー
シップ(QREC)・センター長

産学連携/地域経済政策/

アントレプレナーシップ

学士(法学)
リーダーシップ・マネジメント教育

高田　仁 ﾀｶﾀ ﾒｸﾞﾐ
大学院経済学府・産業マネジメント専攻・准教
授

技術商業化／産学連携/

アントレプレナーシップ

修士(工学)
リーダーシップ・マネジメント教育

佐々木　ひろみ ｻｻｷ ﾋﾛﾐ 知的財産本部・コーディネーター
知的財産権/

国際産学連携/国際法務

法学士
知的財産教育

古川　勝彦 ﾌﾙｶﾜ ｶﾂﾋｺ 産学連携センター　知的財産本部・副本部長
産官学連携

博士（理学） 知的財産教育

松尾　正人 ﾏﾂｵ ﾏｻﾄ
九州大学カリフォルニアオフィス・所長/特任教
授

異文化交流、

新事業開発マネジメント

工学博士
スーパーリーダー育成のコア教育

水野　潤 ﾐｽﾞﾉ ｼﾞｭﾝ 早稲田大学　ナノ理工学　研究機構・准教授
ナノ・マイクロ理工学

博士(工学) スーパーリーダー育成のコア教育

飯田　和利 ｲｲﾀﾞ ｶｽﾞﾄｼ
株式会社　エア・リキード・ラボラトリーズ・
代表取締役社長

外資マネジメント教育

工学修士 国際産学連携教育

池田　征明 ｲｹﾀﾞ ﾏｻｱｷ 日本化薬株式会社　研究開発本部・研究員
有機エレクトロニクス

有機化学

工学博士
産学連携教育

江面　知彦 ｴﾂﾞﾗ ﾄﾓﾋｺ
東京エレクトロン技術研究所株式会社　有機製
膜部

デバイス・プロセス

博士（工学） 産学連携教育

熊野　厚司 ｸﾏﾉ ｱﾂｼ
JSR株式会社　研究開発部・上席執行役員 研究
開発部長

ディスプレイ/

JSR研究開発管理

工学博士
産学連携教育

高野　茂 ﾀｶﾉ ｼｹﾞﾙ
JFEテクノリサーチ株式会社・取締役営業本部長
/品質保証部担当

研究開発マネジメント

炭素材料

博士（工学）
産学連携教育

株式会社ラ・ルバンシュ・代表取締役

触媒科学

工学博士 産学連携教育

環境技術コーディネーター

経営学士 スーパーリーダー育成のコア教育

高分子化学

修士（工学） 国際産学連携教育

高分子物性

工学博士 産学連携教育

ﾀﾜｷ ｼﾝｲﾁﾛｳ

遺伝子工学

医学博士 産学連携教育

三井化学株式会社　触媒科学研究所・所長

日立アロカメディカル株式会社　ライフサイエ
ンス研究二課・課長

林　　省治 ﾊﾔｼ ｾｲｼﾞ
三菱レイヨン株式会社　横浜先端技術研究所・
所長

田脇　新一郎

BASFジャパン株式会社・研究開発室マネー
ジャー

武内　勇 ﾀｹｳﾁ ｲｻﾑ

竹中　憲彦 ﾀｹﾅｶ ﾉﾘﾋｺ

宮崎　浩 ﾐﾔｻﾞｷ ﾋﾛｼ

平石　佳之 ﾋﾗｲｼ ﾖｼﾕｷ

新日鐵化学　機能化学材料研究所・グループ
リーダー

国際産学連携教育堀　三郎 ﾎﾘ ｻﾌﾞﾛｳ
ユミコアジャパン株式会社　神戸事業所　二次
電池材料・研究開発マネージャー

無機材料科学

工学博士

有機合成化学

修士（理学） 産学連携教育

宮地　克明 ﾐﾔｼﾞ ｶﾂｱｷ 日産化学工業株式会社・取締役新事業企画部長
新材料の企画開発

理学修士 ビジネスマネジメント論

三宅　宏治 ﾐﾔｹ ｺｳｼﾞ
財団法人　九州先端科学技術研究所　新産業推
進室

行政（産学官連携分野）

商学士 産学官連携教育

（機関名：九州大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：分子システムデバイス国際研究リーダー養成および国際教育研究拠点形成）



[採択時公表]
１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

八尋　正幸 ﾔﾋﾛ ﾏｻﾕｷ
財団法人　九州先端科学技術研究所　有機光エ
レクトロニクス研究特別室・室長

有機半導体光電子デバイス

博士（工学） 産学官連携教育

脇本　健夫 ﾜｷﾓﾄ ﾀｹｵ
メルク株式会社　有機エレクトロニクスグルー
プ・マネージャー

有機ＥＬ/有機ＴＦＴ/

有機薄膜太陽電池

工学博士
国際産学連携教育

Alan Sellinger ｱﾗﾝ ｾﾘﾝｼﾞｬｰ Stanford University, Executive Director
Organic/Hybrid

Semiconductor Synthesis

Ph.D

国際共同連携教育、サテライトラボサ
ポート

Yong-Rok Kim ﾖﾝﾛｸ ｷﾑ Yonsei University, Professor

Photon Applied

Functional

Nanocomposites

Ph.D

国際共同連携教育

Myongsoo Lee ﾐｮﾝｿﾝ ﾘｰ Seoul University, Professor
Supramolecular Chemistry

Ph.D 国際共同連携教育

Oliver Seitz ｵﾘﾊﾞｰ ｻﾞｲﾂ Humboldt University, Professor
Chemical Biology

Ph.D 国際共同連携教育

Paul Heremans ﾎﾟｰﾙ ﾍﾙﾏﾝｽﾞ imec, Fellow and　K.U.Leuven, Professor
Semiconductor Devices

Ph.D

国際共同連携教育、サテライトラボサ
ポート

Sergei V. Dzyuba ｻｰｹﾞｲ ﾌﾞｲ ﾂﾞｭｳﾊﾞ
Texas Christian University, Assistant
Professor

Bioorganic &

Supramolecular

Chemistry

Ph.D

国際共同連携教育

Yang Yang ﾔﾝ ﾔﾝ UCLA, Professor
Solution Processable

Thin Film Electronic

Devices Ph.D

国際共同連携教育、サテライトラボサ
ポート

William Lee ｳｨﾘｱﾑ ﾘｰ eMembrane, Inc., President

Entrepreneurship,

Business Development,

IP Creation

Ph.D

国際産学連携教育

Alain Deffieux ｱﾗﾝ ﾃﾞﾌｭｰ University of Bordeaux 1, Professor
Polymer Chemistry

Ph.D 国際共同連携教育

Yabing Qi ﾔﾋﾞﾝ ﾁｰ
沖縄科学技術大学院大学　エネルギー材料と表
面科学ユニット・准教授

Surface Science and

Organic Electronics

Ph.D

国際共同連携教育、サテライトラボサ
ポート

Julie J. Brown ｼﾞｭﾘｰ ｼﾞｪｰ ﾌﾞﾗｳﾝ
Universal Display Corporation, Chief
Technology Officer/Senior Vice President

Phosphorescent Organic

Light Emitting Device

Technology

Ph.D

国際産学連携教育
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 [採択時公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してください。） 

【概要】（最先端分子系材料が次世代産業を牽引、そしてスーパーリーダーの必要性）本プログラムでは、最

先端分子システムデバイス科学の構築により、他の追随を許さない次世代の産業コアの形成に資する

ため、産官学が一体となった教育研究チームを形成し、高度な最先端分子系材料科学の研究を自ら推

進でき、さらに、幅広い科学技術に対する俯瞰力を兼ね備え、国際社会でリーダーとして活躍できる

人材を育成する。そして、高度な研究開発の専門性の深化に加え、研究マネージメント、知的財産権、

経営政策、国際戦略等に対しても鳥瞰できる人材の輩出を目指す。科学技術の研究は、高い論理的思

考と考察力を求められることで閉じた思考に陥りやすいが、人間性が高く、リーダーとなっている人

は、情熱と理性の調和を保ち、小さくまとまらず、チャレンジを忘れない。本教育プログラムでは、

“分子システムデバイス科学”をコアに、研究者としての科学的なポテンシャルを高めながら、研究

開発へのチャレンジ精神、俯瞰力をもって国際的に活躍できるスーパーリーダーの育成を目指す。 “最

先端分子システムデバイス科学”、“研究に対する情熱・発想力”、“研究マネージメント力”、“国際性”

を身につけることで、基礎研究から出口を見据えた応用研究までの一貫した研究開発のスーパーリー

ダーを育成する。 
【特色】（産官学連携スタッフによる教育プログラムの概要）1、2 年次において、大学教員、国内外

の民間企業の複数教員の指導によるチャレンジングな最先端研究活動を基礎に、基礎力の涵養と同時

に複数の専門知識を習得させる。また、所属研究室の異なる

学生を 3 名のグループに分け、彼らが自由に議論できる専用

オフィスを準備し、コミュニケーションによる相乗効果を体

感できる演習講義を行うことで、「議論による発想力」、「考

え抜く力」、「決断力」、「諦めない意志」が研究成果の創出に

つながることを体験し、各自の個性と気質を醸成する。また、

連携企業への国内インターンシップを通して、研究者として

の萌芽期に企業の現場を知る機会を設ける。3 年次には九大

カリフォルニアオフィスでの英語研修とスキルセミナーを

実施した後、一年間、UCLA、スタンフォード大、 imec 
(Interuniversity Microelectronics Center)、OIST（沖縄国際科学

技術大学院大学）等の海外研究機関での共同研究を実施し、

欧米流の研究推進手法を体得する。4、5 年次は、伊都キャン

パスに隣接する伊都サイエンスパーク内の福岡市産学連携

交流センター（FiaS）にオープンイノベーションラボを準備し、実践的な応用展開を視野に入れた少

人数グループによるテーマ提案（グループリサーチプロポーザル；GRP）を行い、海外を含めた民間

企業研究者と共同で研究開発活動にあたる。ここでは、異分野の研究者を集結させ、徹底した議論か

ら新しい研究展開を具体化させ、民間企業での即戦力としての研究実践能力の育成と研究戦略マイン

ドを醸成する。また、九大アントレプレナーシップ・センター(QREC）/九大ビジネススクール(QBS)
と連携し、研究開発リーダーとして必要となる知的財産権、経営と会計に関する基礎知識とマネージ

メント論、リーダーシップ論を学ぶ。このように、九州大学伊都キャンパス、海外研究機関での研究

活動、伊都サイエンスパークの 3 拠点において研鑽を積むことで、基礎サイエンスの視点、国際的な

視点、産業界の視点から研究開発を俯瞰できるトップリーダーの育成を行う。 
【優位性】（優れた研究・教育実績）九大工学府応用化学系を核とする本拠点は、これまで研究 COE
（岩村・新海）、教育 COE（久枝）、21 世紀 COE（新海）、グローバル COE（君塚）と全ての COE を

獲得し、“分子集積化学”の世界的拠点形成に至っている。21 世紀 COE のアウトプットとして設立した

未来化学創造センター（CFC）は、上述の FiaS での強力な産学官連携活動を通して、既にいくつかの

基礎研究シーズの実用化に成功している。さらに、グローバル COE で培われた国際教育研究基盤は、

分子システム科学センター（CSM）にその機能を移行して研究活動の更なる展開を図っている。また、

本プログラムコーディネーターの安達は、最先端研究開発支援プログラム（FIRST）において国内 30
拠点の一つとして認可を受け、最先端有機光エレクトロニクス研究センター（OPERA）及び有機光エ

レクトロニクス実用化開発センター(i-OPERA)を立ち上げ、有機集積デバイスに関する基礎から実用化

までの包括的な研究開発を産学官連携で実施している。以上の様に、本拠点は、“分子集積科学”に関

する高い教育研究実績を、実社会に役立つ“分子集積デバイス”の研究開発を通したリーダー育成へと

展開する本プログラムの実行に十分な実績と基盤を有する。 
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[採択時公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コースワークや

研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、国際性ある研究訓練やキャリ

アパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学位プログラムの全体像と特徴が

分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるものについては、それらも含めて記入してく

ださい。） 

 

 

 

分子システムデバイ ス科学 ― 教育プログラ ム（ 5 年一貫コ ース）

学年

国際スーパー
リ ーダー

育成
Ph D

通
常
の
専
攻
へ

海外活動支援メ ンタ ー

産学官連携教育メ ンタ ー

ビジョ ンを持っ た
研究開発

国際感覚を入れた
研究スタ イ ル

挑戦的な研究
テーマ設定

マネジメ ント ・ リ ーダー
シッ プ能力

卓越し た研究能力

最先端基礎研究の足固め
(１ 、 2年次)

伊都サイ エンスパーク

研究戦略マイ ンド の醸成と 実
践力の育成(４ 、 ５ 年次)

徹底し た英語教育(LYREP)と
国際感覚の醸成 (3年次)

 未来化学創造センタ ー（ CFC)
 福岡市産学連携交流センタ ー（ FiaS)
 有機光エレク ト ロニク ス実用化開発センタ ー( i-OPERA)

 分子システム科学研究センタ ー（ CSM)
 最先端有機光エレク ト ロニク ス研究センタ ー（ OPERA）

 分子システムデバイ スセンタ ーの設立

コ ミ ュ ニケーショ ン力

議論による発想力

企画・ 提案･俯瞰力

決断力

気づき

興味

諦めない意志
考え抜く 力

情熱

最終試験

総合試験

入試

九州大学伊都キャ ンパス1
Stage 2

Stage 3
Stage

九州大学カ リ フ ォ ルニア
キャ ンパス

分子システムデバイ ス科学の
最先端研究開発リ ーダー 卓越し た専門性と 基礎学力

 人間力（ 情熱・ 感性・ 夢）
 国際性（ 語学力）
 研究戦略・ 企画力
 リ ーダーシッ プ (決断力)

目指すべき 人物像

研究企画発表会

グループリ サーチ
プロポーザル

知的財産教育

LYREP
国際英語教育

リ ーダシッ プ教育
QREC/QBS

LYREP
国際英語教育

イ ンタ ーンシッ プ

一流を学ぶ
（ 文化・ 人）

複数の専門性と
基礎学力

4

5

3

2

1

１次コース生
選抜（２１名）

２次コース生
選抜（２１名）



 

 

機  関  名 九州大学  

プログラム名称 
分子システムデバイス国際研究リーダー養成および国際教育研究拠

点形成  

［採択理由］ 

本プログラムはこれまで種々の COE プログラムなどで推進し、世界的評価の高

い分子集積化学をベースに、有機エレクトロニクスへの展開を例に、実践的な研究

展開から、マネージメント・リーダーシップ能力と研究能力を併せ持った人材育成

をしようとする意欲的なプログラムである。人材育成の目標も明確であり、入学以

降の教育・評価・選抜などの実施方法も、九州大学伊都キャンパスにおける基礎研

究、同カリフォルニアキャンパスにおける徹底した英語教育と国際性の涵養、伊都

サイエンスパークにおける研究戦略マインドの醸成と実践力の強化など、具体的で

ある。連携先と MOU を締結するなど準備も進んでおり、順調な進行が期待される。

プログラム担当者の約 4 割が学外に所属する者であること、また外国人や女性の

参画者が比較的多いことは、多様性の観点から評価できる。企業からの派遣研究者

等が研究指導チームに参加すること、また、グループリサーチプロポーザルをベン

チャーキャピタルや民間企業に行い、研究費の確保を目指すことは、困難ではある

がユニークな試みである。  
本プログラムに沿った人材育成の鍵は、すでに評価が高い分子システム科学から

分子システムデバイス科学への展開であり、そのシナリオをより明確にすることが

望まれる。  
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